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冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
井

上
順
子
部
長
か
ら
は
、「
現

在
、
息
子
の
お
嫁
さ
ん
が

い
っ
し
ょ
に
牛
舎
の
仕
事
に

入
っ
て
く
れ
て
い
る
。
人
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ん

な
の
負
担
が
少
な
く
な
る
の

で
、
ひ
と
一
人
の
力
っ
て
す

ご
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。
女
性
部
長
と
い
う

役
職
に
就
い
て
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
く
上
で
も
人

の
力
が
こ
ん
な
に
も
強
く
あ

り
が
た
い
と
い
う
こ
と
を
感

じ
な
が
ら
経
過
し
た
２
年
間

だ
っ
た
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
力
で
女
性
部
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
の
後
、
長
正
路

八
世
榮
さ
ん
、
丹
羽
律
子
さ

ん
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
の
事
業
報
告
収
支
決
算

に
つ
い
て
は
前
年
度
の
総
会

で
集
中
審
議
さ
れ
た
よ
う

に
、
道
女
性
協
議
会
主
催
の

海
外
研
修
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
な
る
べ
く
予

算
を
使
わ
な
い
よ
う
に
切
り

詰
め
て
行
っ
て
い
た
が
、
海

外
情
勢
の
変
化
に
よ
り
渡
航

が
危
険
と
判
断
さ
れ
中
止
と

な
り
、
支
出
が
抑
え
ら
れ
繰

　平成22年３月12日、第57回の女性部通常総会が開かれ、62名が
出席、委任状による出席を含めて94名により平成21年度事業の実績報
告や平成22年度事業計画が承認されました。

越
額
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
事
業
計
画
で
は
、
昨
年
の

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討
議

や
女
性
部
全
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
結

果
、
中
堅
の
単
独
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う

か
と
い
う
意
見
が
で
て
い
た
こ
と
か
ら
、

平
成
21
年
度
の
役
員
体
制
の
中
で
予
算
付

け
や
規
約
の
変
更
を
踏
ま
え
て
上
程
し

ま
し
た
。
総
会
参
加
者
か
ら
の
意
見
で

は
、「
中
堅
女
性
は
家
庭
の
中
で
な
に
か

と
『
要
』
の
時
期
で
あ
り
、
活
動
に
参
加

で
き
な
く
て
役
員
の
出
役
や
負
担
が
多
く

申
し
訳
な
い
思
い
で
い
る
」
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
新
た
に

中
堅
会
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
置
か
れ
た
状

況
な
ど
か
ら
意
見
を
出
し
合
う
部
員

と
個
人
の
声
を
吸
い
上
げ
る
努
力
を

す
る
役
員
会
、
次
年
度
へ
先
延
ば
し

を
せ
ず
に
、
今
総
会
で
審
議
の
場
に

乗
せ
た
こ
と
で
一
人
ひ
と
り
の
活
動

に
対
す
る
見
方
に
変
化
が
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
女
性
部
活
動
と
し
て

効
果
的
な
事
業
は
何
か
と
の
議
論
が

進
め
ら
れ
、
議
長
よ
り
「
承
認
さ
れ

る
方
の
拍
手
を
持
っ
て
可
決
す
る
こ

と
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
堅
の
単

独
活
動
に
つ
い
て
は
拍
手
が
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
関
連
予
算
案
等
に
つ

い
て
も
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
、

新
・
旧
体
制
で
日
を
改
め
て
予
算
立

て
す
る
こ
と
に
一
任
い
た
だ
く
こ
と
に
つ

い
て
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
選
考

委
員
体
制
に
よ
る
選
考
の
中
で
部
長
１

名
、
副
部
長
２
名
、
監
事
３
名
の
候
補
者

が
選
ば
れ
た
こ
と
を
山
下
智
代
選
考
委
員

長
が
説
明
、
会
場
の
承
認
を
受
け
、
22
年

度
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
の

活
動
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
方
面
か
ら
お
役

目
が
当
た
り
、
女
性
部
活
動
の
対
外
的
な

認
知
と
期
待
が
、
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い

き
そ
う
で
す
。
女
性
部
に
対
す
る
期
待
に

向
け
て
全
体
活
動
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

答
え
を
出
し
て
い
く
一
年
に
な
る
で
し
ょ

う
。

■新役員　部長＝金子ひろみ（左端）
　副部長＝藤田登美子（左から2番目）、山下　智代（中央）
　監　事＝藤井直雄美（総会時欠席）、
　　　　　飯島　洋子（右から2番目）、山田美智子（右端）
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第

根室農業改良
普及センター

普及の窓

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

早春のスラリーは早めに！
～薄めて！少量散布～

　サイレージの発酵品質は採食量に直接左右します。乾物摂取量を押し上げるためにも、優れた発酵品
質で嗜好性の良いサイレージを生産することが重要です。
　管内ではサイレージ中にスラリーが混入してしまい、発酵品質と嗜好性を大きく落としている事例が
あります。原因と対策が明確ですので早急に手を打ちたいものです。

❶スラリーの混入ルート
　普及センターのプロジェクトでスラリーの追跡調
査を行った
ところ、主
な混入ルー
トは図１の
２ つ で し
た。

❷やればできる３つの対策
　⑴遅まき厳禁！
　散布限界は、おおむね５月中旬までです。写真２
の時期（５月
下旬）まで遅
れると、収穫
する際にサイ
レージ原料草
に混入してし
まいます。
　いつもより
早めの散布準
備が必要です。

　⑵水で薄めてサラッとさせる
　草種を問わず、加水で牧草に付着しにくくなりま
す。目安は、スラリーがサラッとなるまで加水しま

す（写真３）。散
布時期が遅れる
ほど大量の加水
が必要になりま
す。
　加水すると肥
料成分も薄まり
ます。成分を普
及センター等で
分析して把握す
ることをおすす
めします。

　⑶散布量を最小限に！
　局所的に過剰散布にならないよう、なるべく多く
の草地に分散して散布します。また、極端な重複散
布にならないよう、列の間隔を空けて草地に散布し
ます。散布量の比較
では、ヘクタールあ
たり約10ｔでは問題
ありませんでしたが、
約30ｔではサイレー
ジの発酵品質に悪影
響（アンモニア態窒
素／全窒素が８％以
上、酪酸も検出）や
硝酸イオン検出反応
がありました（写真
４）。 写真４　散布量が多すぎて硝酸イオン反応

　　が見られたサイレージ

詳しくはホームページで 普及センター 北根室

写真２　スラリー散布が遅すぎる事例

写真３　サラッとなるまで加水した事例

図１　スラリーの混入ルート

スラリーが混入するルート
⑴収穫時に茎葉に付着（写真１）
　　•スラリー散布が遅い
　　•加水が足りない（粘土が高い）
　　•刈り取り高さが低い
⑵収穫時にスラリーを拾い上げる
　　•散布量が多い
　　•重複散布している

ちょっと
余談

※雑誌等によると、2009年度米国中西部
産のトウモロコシは、収穫が遅れたた
めにカビ毒の検出率が高くなっている
ようです。カビ毒の影響を最小限に止
めるためにも、自給粗飼料の発酵品質
と嗜好性を高めることが急務です。

※サイレージの発酵品質を高めるための、より詳
細な具体策をまとめた冊子を根室生産連より発
行します。４月中に配布予定ですので、是非お
読み下さい。

硝酸イオン検出
反応あり

写
真
１　

ス
ラ
リ
ー
が
付
着
し
た
牧
草
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奇
跡
の
脳
と
医
療
　
　
　

新
し
い
命
を
得
た
後
で

交通事故やスポーツ、転落などによる頭部へのダメージにより、脳に損傷（脳外傷）を
受けたり、脳血管障害（脳梗塞、脳出血、クモ膜下出血等）、脳腫瘍、低酸素脳炎などの
脳の病気（脳疾患）により脳に損傷を受けたことで、人間の脳をコンピューター回路とた
とえるとその信号をつなぐ線があちこちで切れてしまい、部分的に機能を停止してしまう
ことがあります。例えば交通事故での頭部強打、脳の病気などの後で「人が変わってしまっ
た」ということがあなたの周りでもありませんか？
昔の医療では生命そのものが無くなってしまっていた大事故や脳疾患も現代の医療の発
展で救うことができるようになりました。しかし、その一方で、脳に受けた損傷の部位や
程度によって、外見上は回復して平常に戻ったように見えても、社会生活や日常生活の場
に戻ると、以前とは違う当事者の変化に家族や周囲が気づき戸惑うことが解明されてきま
した。このような障害を日本では「高次脳機能障害」と呼び、近年少しずつ、厚生労働省
の支援モデル事業などによって、障害の診断基準や標準的訓練プログラムなどが確立され
てきています。

高次脳機能障害という病気

　

北
海
道
で
は
、
１
９
９
９
年
２

月
に
子
ど
も
の
交
通
事
故
後
遺
症

で
悩
む
母
親
達
が
立
ち
上
げ
た
家

族
会
「
脳
外
傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
」
が
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
脳
外
傷
・
高
次
脳
機
能
障
害

の
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
支
援

体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
、
こ
の
団
体
代
表
の

中
野
匡
子
氏
が
中
標
津
町
で
講
演

し
ま
し
た
。

　

自
身
の
子
ど
も
が
交
通
事
故
に

遭
い
、
病
院
か
ら
戻
っ
て
か
ら
の

様
子
の
違
い
を
疑
問
に
思
っ
て
調

べ
を
す
す
め
、
当
時
は
医
師
も
こ

の
障
害
に
つ
い
て
の
認
識
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
こ
と
。
手
術
の
成

功
で
後
は
時
が
経
つ
と
直
る
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
脳
の
世
界
で

は
元
に
は
戻
ら
な
い
こ
と
。
家
族

や
周
囲
は
障
害
が
引
き
お
こ
す
当
事
者
の

『
妄
想
』
に
も
苦
労
し
ま
す
。
そ
し
て
、

本
人
と
家
族
の
努
力
で
使
っ
て
い
な
い
部

位
を
開
発
す
る
こ
と
で
元
に
は
戻
ら
な
い

な
が
ら
も
回
復
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
推
定
30
万
人
ほ
ど
障
害
を
持

つ
人
が
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
交
通
事
故

が
年
間
１
０
０
万
件
起
こ
り
、
７
千
人
が

死
亡
。
頭
を
強
く
打
つ
な
ど
で
年
間
１
〜

２
万
人
ほ
ど
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
社
会
的
問
題
行

動
障
害
と
言
い
。
欧
米
で
は
、
神
経
行
動

障
害
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
で

は
近
年
の
戦
争
か
ら
戻
っ
た
兵
士
の
人
格

が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
が
多

く
、
調
べ
て
い
く
と
防
具
の
信
頼
性
が
高

ま
り
即
死
と
い
う
の
が
な
く
な
っ
た
反

面
、
爆
風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
た
時
の
脳
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
（
風
圧
や
直
接
打
撃
な
ど
）

に
よ
り
骸
骨
を
ゆ
が
め
た
こ
と
な
ど
も
引

き
金
に
な
る
と
し
て
国
が
障
害
と
認
め
て

ケ
ア
や
社
会
復
帰
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
違
い
は
あ
っ
て
も
こ
の
障

害
の
認
識
は
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
高
ま
っ
て

き
た
も
の
で
す
。
自
分
は
普
通
に
退
院
し

た
の
だ
か
ら
当
事
者
に
は
「
病
気
で
あ
る

こ
と
」
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
一
番
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
退
院
す
る
時
に
先
生
か
ら

脳
の
こ
と
を
説
明
し
、「
１
０
０
％
回
復

は
し
ま
せ
ん
が
家
族
と
あ
な
た
の
努
力
し

だ
い
で
元
に
近
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

す
」
と
ハ
ッ
キ
リ
伝
え
て
も
ら
い
、
早
期

に
気
づ
い
て
ケ
ア
を
進
め
る
こ
と
で
リ
ハ

ビ
リ
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
障
害
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
だ
け
で
も

違
っ
て
き
ま
す
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
は
障
害
に
な
っ
た
当

事
者
間
で
ど
の
部
位
を
ど
の
程
度
損
傷
し

た
か
や
以
前
の
気
質
な
ど
の
点
か
ら
、
そ

の
症
状
も
ば
ら
ば
ら
、
百
人
居
れ
ば
み
ん

な
が
違
う
症
状
に
な
り
ま
す
。
人
間
の
喜

怒
哀
楽
や
行
動
す
べ
て
に
お
い
て
、
脳
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

交
通
大
国
日
本
の
中
で
は
、
い
つ
誰
が

そ
の
当
事
者
や
家
族
に
な
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
重
機

や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ダ
ン
プ
な
ど
の
大
型
機

械
。
ま
た
、
牛
舎
な
ど
の
狭
い
空
間
で
の

作
業
な
ど
パ
イ
プ
や
角
材
に
頭
を
ぶ
つ
け

る
こ
と
牛
に
蹴
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
塔
型
サ
イ
ロ
の
中
で
低
酸
素

状
況
に
な
り
障
害
に
な
っ
た
実
例
も
あ
り

ま
す
。
産
業
で
あ
る
農
業
現
場
に
お
い
て

も
頭
部
や
脳
を
守
る
こ
と
を
意
識
し
て
従

事
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
農
村
部
で
は
高
血
圧
系
の
病
が
多

く
、
脳
疾
患
、
心
臓
疾
患
比
率
が
高
い
た

め
、
高
次
脳
機
能
障
害
に
な
る
危
険
性
は

常
に
生
活
の
周
り
に
あ
る
と
の
認
識
が
必

要
で
す
。
社
会
的
な
認
知
が
低
い
た
め
、

当
事
者
や
家
族
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
は
相

当
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
以
前
と
違
う
!?
」
あ
れ
？
お
か
し
い

な
？
と
感
じ
た
ら
、
相
談
先
と
し
て
脳
外

傷
友
の
会
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
が
あ
り
ま
す
の

で
知
っ
て
い
て
下
さ
い
。
☎
０
１
１
―

８
５
８
―
５
６
０
０
（
月
〜
金
）。

脳外傷友の会コロポックル
代表　中野　匡子氏
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覚えられない
■記憶障害

気が散りやすい
■注意障害

行動にまとまりがない
■遂行機能障害

どこが悪いか自覚がない
■病識欠如

片側を見落とす
■反
はん

側
そく

空間無視

•新しいことが覚えられない
• 忘れっぽいことに気づいて

いない
•日付や場所がわからない
•昔のことが思い出せない

•やる気がない
•働きたがらない
•なんでも面倒に感じる

•動作がぎこちない
•思いどおりに動けない
•操作手順がわからなくなる

•人に頼る
•口先ばかりで行動が伴わない
•家族に代弁を求める

• 話すことや言葉の理解が難
しい

•書くことや読むことが難しい

•いくらでも食べてしまう
• 先のことを考えずにお金を

使う
•待てない

• 見えているのに何かわから
ない

• 知っている人の顔が見分け
られない

•気分にむらがある
•場にそぐわない泣き笑い
• 一度に色々なことがあると

パニックを起こす

•やる気が出ない
•一日中横になっている
•悲観的になりやすい

• 相手の気持ちを察すること
ができない

• 他者の落ち度を過度に指摘
する

•一方的な主張をする

• 道に迷う
• 場所や方向などの位置関係

がわからない

• 気持ちが切り替えられない
• 同じことをし続ける
• １つのことを繰り返し言い

続ける  

•集中できない
•うっかりミスが多い
•持続性に欠ける
•２つのことに気が配れない

•計画が立てられない 
•優先順位が決められない
• 段取りが悪くテキパキ要領

よくできない
•行動の途中で混乱する

• 障害があることを理解でき
ない

•なんでもできると思っている
•人の意見を聞かない

•片側にあるものに気づかない
• 食事を食べ残す（あるのに

気づかないから）
•人や物にぶつかる
•文章の左側を見落とすなど

自分ではなにもしようとしない
■自発性の低下

道具が使えない
■失行

子どもっぽくなった
■依存症・退行

しゃべれない
■失語

我慢ができない
■欲求コントロールの低下

見えているのにわからない
■失認

ささいなことで怒り出す
■感情コントロールの低下

落ち込んで何もできない
■抑うつ

人間関係を作るのが苦手
■対人技能拙

せつ

劣
れつ

場所がわからない
■地

ち

誌
し

的障害

こだわりが強い
■固執性高次脳機能障害によく見られる症状

四角の中の状態が全部でるわけではなく例えば、
記憶障害でも昔のことは覚えていて新しいことは
覚えられないなど脳の損傷部位で変わってきます。
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■
今
月
の
お
題
■　

あ
な
た
が
よ
く
読
む
の
は
!?

を
テ
ー
マ
に
な
に
か
コ
メ
ン

ト
を
思
い
つ
か
な
い
と
き
に

活
用
下
さ
い
。

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

Crossword Puzzle

タテのカギ

ヨコのカギ

①王様の妻
④早口言葉「東京特許──局」
⑦ふたを木づちで割ってお祝い
します
⑨カエルの──に水
⑩港──　城下──　──工場
⑪元気がなくなり縮こまること
⑬鶏の頭についています
⑭会社や団体の幹部職員
⑯昔話では川上からドンブラコ
と流れてきます
⑰地中に打ち込み目印や支柱な
どにします
⑱働く人の最大の楽しみ？
⑳したたり落ちる水
㉑家の気風や習慣

①育つと脚が生え、あぜなどで
暮らすようになります
②炊いて食べることが多いお米
③どうぞ──を崩してください
⑤まだ暗いうちに木の葉などを
湿らせます
⑥風呂敷でもおなじみのつる草
が絡み合う模様
⑧キーをたたくと答えが出ます
⑫歯の治療をするお医者さん
⑬屋根から雨水を流します
⑮早押しや、三択などがあります
⑯掛け布団と一緒に使うことも
ある寝具
⑲この下に物入れがある家もあ
ります

決
議
事
項

１　

平
成
21
年
度
収
支
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

２　

職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て

３　

平
成
22
年
度
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て

４　

平
成
22
年
度
各
種
利
用
料
金
及
び
農
協
事
務
手
数
料

の
設
定
に
つ
い
て

５　

平
成
22
年
度
販
売
手
数
料
及
び
利
用
料
金
の
設
定
に

つ
い
て

６　

平
成
22
年
度
購
買
手
数
料
及
び
店
舗
手
数
料
の
設
定

に
つ
い
て

７　

平
成
22
年
度
収
支
予
算
計
画
に
つ
い
て

８　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

９　

共
済
専
任
外
務
員
の
設
置
及
び
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

10　

体
制
整
備
に
伴
う
機
構
改
革
に
つ
い
て

11　

各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

12　

平
成
21
年
度
肉
用
牛
繁
殖
基
盤
強
化
総
合
対
策
事
業

及
び
肉
用
牛
生
産
性
向
上
緊
急
対
策
事
業
に
係
る
固
定
資
産

取
得
に
つ
い
て

13　

平
成
22
年
度
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
・
傷
病
利
用
体
制
に
つ
い
て

14　

平
成
21
年
度
納
税
猶
予
に
係
る
債
務
保
証
に
つ
い
て

15　

平
成
22
年
度
各
種
補
助
事
業
計
画
に
つ
い
て

16　

平
成
22
年
度
営
農
計
画
書
認
定
保
留
組
合
員
の
対
応
に
つ
い
て

17　

農
産
販
売
課
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

18　

酪
農
課
公
用
車
の
更
新
に
つ
い
て

19　

平
成
21
年
度
中
標
津
町
農
協
家
畜
伝
染
病
淘
汰
互
助
会
収
支

及
び
互
助
会
基
金
徴
収
に
つ
い
て

20　

生
乳
受
託
規
程
の
制
定
及
び
生
乳
受
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

21　

巡
回
車
両
の
更
新
に
つ
い
て

22　

生
活
店
舗
課
使
用
車
両
の
更
新
に
つ
い
て

23　

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
基
準
の
制
定
に
つ
い
て

24　

組
合
員
の
出
資
減
口
に
つ
い
て

25　

理
事
に
対
す
る
平
成
21
年
度
納
税
猶
予
に
係
る
債
務
保
証
に

つ
い
て

報
告
事
項

１　

平
成
21
年
度
組
合
員
加
入
状
況
及
び
出
資
増
口
に
つ
い
て

２　

平
成
21
年
度
第
3
回
地
区
別
懇
談
会
の
主
な
意
見
に
つ
い
て

３　

平
成
21
年
度
各
種
補
助
事
業
実
績
と
精
算
に
つ
い
て

４　

平
成
21
年
度
農
業
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
状
況
に
つ
い
て

５　

酪
農
基
礎
調
査
に
つ
い
て

６　

乳
製
品
工
場
の
増
改
築
及
び
機
械
施
設
の
導
入
検
討
に
つ
い
て

７　

平
成
21
年
度
生
乳
生
産
状
況
と
乳
質
に
つ
い
て

８　

生
乳
需
給
等
を
取
り
巻
く
動
向
に
つ
い
て

９　

平
成
22
年
度
用
途
別
原
料
乳
価
格
に
か
か
る
交
渉
経
過
と
今

後
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

10　

平
成
22
年
度
全
道
生
乳
生
産
目
標
数
量
伸
び
率
の
設
定
に
つ

い
て

11　

酪
農
畜
産
政
策
・
価
格
対
策
運
動
の
総
括
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

12　

棚
卸
監
査
の
日
程
に
つ
い
て

第12回  理　事　会
開催月日　平成22年３月28日
開催場所　農協中会議室  　 

　

「
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
畑
作
っ
て
野
菜
を
多
種

多
様
に
作
っ
て
る
ん
だ
」
っ
て
と
こ
ろ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、
楽
し
く
て
た
め

に
な
る
内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
今
年
の
夏
は
冷
夏
で

も
猛
暑
で
も
な
く
、
ち
ょ
う
ど
い
い
中
標

津
の
気
候
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す

よ
！

私
が
よ
く
読
む
の
は
日
本
農
業
新
聞

●
私
が
欠
か
さ
ず
読
む
の
は
道
新
の
〝
朝
の

食
卓
〞
と
い
う
欄
で
す
。
以
前
か
ら
、
目

を
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
母
校

の
事
務
長
の
方
が
寄
稿
さ
れ
て
い
る
の
を

発
見
し
て
か
ら
は
、
新
聞
を
コ
ピ
ー
し
て
、

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
に
送
っ
て

い
ま
す
。
色
々
な
職
業
の
方
の
文
章
の
中

か
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
の
様
子
や
考
え
方

を
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
て
お
も
し

ろ
い
で
す
。　

▼
Ｐ
Ｎ
／
モ
モ
ン
ガ
さ
ん

　

色
々
な
職
業
の
人
に
聞
く
仕
事
や
話
は
お

も
し
く
た
め
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
人
生
の

中
で
１
人
の
人
間
が
色
々
な
仕
事
に
就
こ

う
と
す
る
と
職
を
転
々
と
し
な
き
ゃ
な
ら

な
い
で
す
し
、
そ
れ
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

痩
身
を
期
待
す
る
『
春
』

●
春
が
来
て
、
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

周
り
の
子
ど
も
が
新
一
年
生
、
高
校
生
と

な
り
「
え
ー
も
う
そ
ん
な
に
大
き
く
な
っ

た
の
ー
」
と
び
っ
く
り
。
そ
れ
だ
け
自
分

も
年
を
と
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ど
う

り
で
足
腰
が
痛
く
な
る
わ
け
で
す
。
腰
の

痛
み
は
冬
に
太
っ
た
か
ら
か
も
…
。
春
に

な
る
の
で
少
し
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
で
す

ね
ェ
…
。　
　
　
　
　

▼
Ｐ
Ｎ
／
春
さ
ん

　

18
年
前
に
は
私
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
た

甥
っ
子
か
ら
、「
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
ま

ま
高
校
卒
業
し
て
し
ま
っ
た
」
と
メ
ー
ル

が
来
て
い
た
。
希
望
の
職
種
は
募
集
が
少

な
い
よ
う
で
、
苦
心
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

春
に
な
っ
た
ら
、
ス
リ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

始
動
。
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
１
人
。
歩
き
ま
く

り
ま
す
。
ま
ず
は
４
月
知
床
雪
壁
ウ
ォ
ー

ク
か
ら
。

二重マスの文字をA～Ｇの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

家
の
中
に
虫
が
頻
繁
に
出
て
き
た
ら
春

●
関
東
ま
で
桜
の
花
が
咲
い
て
い
る
と
テ
レ

ビ
で
見
ま
し
た
。
我
が
家
の
玄
関
で
も
鉢

花
が
寒
さ
の
中
で
咲
き
ま
し
た
。
雪
が
消

え
る
と
ハ
ウ
ス
中
で
の
野
菜
作
り
が
待
っ

て
い
ま
す
。
牛
舎
仕
事
、
花
畑
、
ト
ラ
ク

タ
ー
乗
り
の
ほ
か
に
、
た
ま
に
は
旅
行
で

も
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
健
康
と

元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
つ
つ
頑
張

る
ぞ
ー
!　
　
　

▼
Ｐ
Ｎ
／
福
寿
草
さ
ん

　

春
の
便
り
が
あ
る
と
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き

ま
す
ね
。
で
も
、
今
年
も
春
の
天
候
不
順

で
暖
か
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
チ
ョ
ッ
ト

雪
が
降
り
の
繰
り
返
し
。
そ
れ
で
も
、
根

雪
ま
で
け
っ
こ
う
解
け
て
き
て
、
河
川
の

水
か
さ
も
増
し
て
い
ま
す
。
去
年
、
川
で

流
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ま
だ
増
え
る
か
も

●
３
月
の
彼
岸
を
過
ぎ
て
、
や
っ
と
寒
さ
も

や
わ
ら
い
で
き
て
、
昼
間
は
ぽ
か
ぽ
か
と

暖
か
く
な
り
ま
し
た
ね
。
今
年
は
ど
ん
な

年
（
夏
）
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
な
か

し
べ
つ
〜
野
菜
産
地
を
目
指
し
て
!
の
記

事
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
野
菜
の
ウ
ン
チ
ク
を
語
れ

て
、
共
感
と
感
動
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
が

出
来
た
ら
い
い
で
す
ね
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ポ
ニ
ョ
さ
ん

『シユンブンノヒ』
３月号クロスワードの解答

『
サ
ク
ラ
モ
チ
』

４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答

　今回の当選者は後藤田ゆかりさん（開陽）、
矢口友理さん（第２俣落）、岩井誠子さん（俣
落）の３名です。おめでとうございます。農協
の商品券2,000円分を贈ります。
　先月の答えは「シュンブンノヒ」が正解でし
た。「シュウブンノヒ」や「しゆぶんのひ」と
書き間違えて答えられた方もいらっしゃって
「おしい」と感じました。転じて、似ている
「新聞の日」ということで調べたら新聞の日は
制定されておりませんでした。しかし、「ス
ポーツ新聞の日」ということで1946年初めて
日本でスポーツ新聞「日刊スポーツ」が発行さ
れた３月６日を記念日としています。
「日本農業新聞」は自宅に居ながらに国内外の
農業諸情勢を知ることが出来る業界紙です。ひ
と月2,450円。申込受付は組織広報係までお願
いします。

⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
㉖㉗㉘㉙㉚㉛

12345678ABCD
EFGHIJKLMNOP

　中標津高等学校、普通科卒業の今井亜莉沙 （あり
さ）です。この春新卒で管理部管理課受付を担当にな
りました。
　趣味は、家で飼っている愛犬２匹とゴロゴロする
こと、それと愛車の洗車です。休日はよく洗車場に
出没すると思います。冬にはスノーボードをやりま
す。
　１日でも早く職場に慣れ組合員さんに名前を覚え
ていただき、仕事の方も早く覚えて、スムーズに仕
事が出来るように頑張っていこうと思います。
　これからＪＡ中標津の職員としての自覚を持ち、
組合員さんの力になれるように頑張っていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。今井亜莉沙

新人准職員
の紹介
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■
今
月
の
お
題
■　

あ
な
た
が
よ
く
読
む
の
は
!?

を
テ
ー
マ
に
な
に
か
コ
メ
ン

ト
を
思
い
つ
か
な
い
と
き
に

活
用
下
さ
い
。

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

Crossword Puzzle

タテのカギ

ヨコのカギ

①王様の妻
④早口言葉「東京特許──局」
⑦ふたを木づちで割ってお祝い
します
⑨カエルの──に水
⑩港──　城下──　──工場
⑪元気がなくなり縮こまること
⑬鶏の頭についています
⑭会社や団体の幹部職員
⑯昔話では川上からドンブラコ
と流れてきます
⑰地中に打ち込み目印や支柱な
どにします
⑱働く人の最大の楽しみ？
⑳したたり落ちる水
㉑家の気風や習慣

①育つと脚が生え、あぜなどで
暮らすようになります
②炊いて食べることが多いお米
③どうぞ──を崩してください
⑤まだ暗いうちに木の葉などを
湿らせます
⑥風呂敷でもおなじみのつる草
が絡み合う模様
⑧キーをたたくと答えが出ます
⑫歯の治療をするお医者さん
⑬屋根から雨水を流します
⑮早押しや、三択などがあります
⑯掛け布団と一緒に使うことも
ある寝具
⑲この下に物入れがある家もあ
ります

決
議
事
項

１　

平
成
21
年
度
収
支
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

２　

職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て

３　

平
成
22
年
度
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て

４　

平
成
22
年
度
各
種
利
用
料
金
及
び
農
協
事
務
手
数
料

の
設
定
に
つ
い
て

５　

平
成
22
年
度
販
売
手
数
料
及
び
利
用
料
金
の
設
定
に

つ
い
て

６　

平
成
22
年
度
購
買
手
数
料
及
び
店
舗
手
数
料
の
設
定

に
つ
い
て

７　

平
成
22
年
度
収
支
予
算
計
画
に
つ
い
て

８　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

９　

共
済
専
任
外
務
員
の
設
置
及
び
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

10　

体
制
整
備
に
伴
う
機
構
改
革
に
つ
い
て

11　

各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

12　

平
成
21
年
度
肉
用
牛
繁
殖
基
盤
強
化
総
合
対
策
事
業

及
び
肉
用
牛
生
産
性
向
上
緊
急
対
策
事
業
に
係
る
固
定
資
産

取
得
に
つ
い
て

13　

平
成
22
年
度
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
・
傷
病
利
用
体
制
に
つ
い
て

14　

平
成
21
年
度
納
税
猶
予
に
係
る
債
務
保
証
に
つ
い
て

15　

平
成
22
年
度
各
種
補
助
事
業
計
画
に
つ
い
て

16　

平
成
22
年
度
営
農
計
画
書
認
定
保
留
組
合
員
の
対
応
に
つ
い
て

17　

農
産
販
売
課
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

18　

酪
農
課
公
用
車
の
更
新
に
つ
い
て

19　

平
成
21
年
度
中
標
津
町
農
協
家
畜
伝
染
病
淘
汰
互
助
会
収
支

及
び
互
助
会
基
金
徴
収
に
つ
い
て

20　

生
乳
受
託
規
程
の
制
定
及
び
生
乳
受
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

21　

巡
回
車
両
の
更
新
に
つ
い
て

22　

生
活
店
舗
課
使
用
車
両
の
更
新
に
つ
い
て

23　

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
基
準
の
制
定
に
つ
い
て

24　

組
合
員
の
出
資
減
口
に
つ
い
て

25　

理
事
に
対
す
る
平
成
21
年
度
納
税
猶
予
に
係
る
債
務
保
証
に

つ
い
て

報
告
事
項

１　

平
成
21
年
度
組
合
員
加
入
状
況
及
び
出
資
増
口
に
つ
い
て

２　

平
成
21
年
度
第
3
回
地
区
別
懇
談
会
の
主
な
意
見
に
つ
い
て

３　

平
成
21
年
度
各
種
補
助
事
業
実
績
と
精
算
に
つ
い
て

４　

平
成
21
年
度
農
業
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
状
況
に
つ
い
て

５　

酪
農
基
礎
調
査
に
つ
い
て

６　

乳
製
品
工
場
の
増
改
築
及
び
機
械
施
設
の
導
入
検
討
に
つ
い
て

７　

平
成
21
年
度
生
乳
生
産
状
況
と
乳
質
に
つ
い
て

８　

生
乳
需
給
等
を
取
り
巻
く
動
向
に
つ
い
て

９　

平
成
22
年
度
用
途
別
原
料
乳
価
格
に
か
か
る
交
渉
経
過
と
今

後
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

10　

平
成
22
年
度
全
道
生
乳
生
産
目
標
数
量
伸
び
率
の
設
定
に
つ

い
て

11　

酪
農
畜
産
政
策
・
価
格
対
策
運
動
の
総
括
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

12　

棚
卸
監
査
の
日
程
に
つ
い
て

第12回  理　事　会
開催月日　平成22年３月28日
開催場所　農協中会議室  　 

　

「
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
畑
作
っ
て
野
菜
を
多
種

多
様
に
作
っ
て
る
ん
だ
」
っ
て
と
こ
ろ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
、
楽
し
く
て
た
め

に
な
る
内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
今
年
の
夏
は
冷
夏
で

も
猛
暑
で
も
な
く
、
ち
ょ
う
ど
い
い
中
標

津
の
気
候
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す

よ
！

私
が
よ
く
読
む
の
は
日
本
農
業
新
聞

●
私
が
欠
か
さ
ず
読
む
の
は
道
新
の
〝
朝
の

食
卓
〞
と
い
う
欄
で
す
。
以
前
か
ら
、
目

を
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
母
校

の
事
務
長
の
方
が
寄
稿
さ
れ
て
い
る
の
を

発
見
し
て
か
ら
は
、
新
聞
を
コ
ピ
ー
し
て
、

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
に
送
っ
て

い
ま
す
。
色
々
な
職
業
の
方
の
文
章
の
中

か
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
の
様
子
や
考
え
方

を
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
て
お
も
し

ろ
い
で
す
。　

▼
Ｐ
Ｎ
／
モ
モ
ン
ガ
さ
ん

　

色
々
な
職
業
の
人
に
聞
く
仕
事
や
話
は
お

も
し
く
た
め
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
人
生
の

中
で
１
人
の
人
間
が
色
々
な
仕
事
に
就
こ

う
と
す
る
と
職
を
転
々
と
し
な
き
ゃ
な
ら

な
い
で
す
し
、
そ
れ
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

痩
身
を
期
待
す
る
『
春
』

●
春
が
来
て
、
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

周
り
の
子
ど
も
が
新
一
年
生
、
高
校
生
と

な
り
「
え
ー
も
う
そ
ん
な
に
大
き
く
な
っ

た
の
ー
」
と
び
っ
く
り
。
そ
れ
だ
け
自
分

も
年
を
と
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ど
う

り
で
足
腰
が
痛
く
な
る
わ
け
で
す
。
腰
の

痛
み
は
冬
に
太
っ
た
か
ら
か
も
…
。
春
に

な
る
の
で
少
し
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
で
す

ね
ェ
…
。　
　
　
　
　

▼
Ｐ
Ｎ
／
春
さ
ん

　

18
年
前
に
は
私
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
た

甥
っ
子
か
ら
、「
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
ま

ま
高
校
卒
業
し
て
し
ま
っ
た
」
と
メ
ー
ル

が
来
て
い
た
。
希
望
の
職
種
は
募
集
が
少

な
い
よ
う
で
、
苦
心
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

春
に
な
っ
た
ら
、
ス
リ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

始
動
。
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
１
人
。
歩
き
ま
く

り
ま
す
。
ま
ず
は
４
月
知
床
雪
壁
ウ
ォ
ー

ク
か
ら
。

二重マスの文字をA～Ｇの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

家
の
中
に
虫
が
頻
繁
に
出
て
き
た
ら
春

●
関
東
ま
で
桜
の
花
が
咲
い
て
い
る
と
テ
レ

ビ
で
見
ま
し
た
。
我
が
家
の
玄
関
で
も
鉢

花
が
寒
さ
の
中
で
咲
き
ま
し
た
。
雪
が
消

え
る
と
ハ
ウ
ス
中
で
の
野
菜
作
り
が
待
っ

て
い
ま
す
。
牛
舎
仕
事
、
花
畑
、
ト
ラ
ク

タ
ー
乗
り
の
ほ
か
に
、
た
ま
に
は
旅
行
で

も
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
健
康
と

元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
つ
つ
頑
張

る
ぞ
ー
!　
　
　

▼
Ｐ
Ｎ
／
福
寿
草
さ
ん

　

春
の
便
り
が
あ
る
と
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き

ま
す
ね
。
で
も
、
今
年
も
春
の
天
候
不
順

で
暖
か
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
チ
ョ
ッ
ト

雪
が
降
り
の
繰
り
返
し
。
そ
れ
で
も
、
根

雪
ま
で
け
っ
こ
う
解
け
て
き
て
、
河
川
の

水
か
さ
も
増
し
て
い
ま
す
。
去
年
、
川
で

流
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ま
だ
増
え
る
か
も

●
３
月
の
彼
岸
を
過
ぎ
て
、
や
っ
と
寒
さ
も

や
わ
ら
い
で
き
て
、
昼
間
は
ぽ
か
ぽ
か
と

暖
か
く
な
り
ま
し
た
ね
。
今
年
は
ど
ん
な

年
（
夏
）
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
な
か

し
べ
つ
〜
野
菜
産
地
を
目
指
し
て
!
の
記

事
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
野
菜
の
ウ
ン
チ
ク
を
語
れ

て
、
共
感
と
感
動
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
が

出
来
た
ら
い
い
で
す
ね
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ポ
ニ
ョ
さ
ん

『シユンブンノヒ』
３月号クロスワードの解答

『
サ
ク
ラ
モ
チ
』

４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答

　今回の当選者は後藤田ゆかりさん（開陽）、
矢口友理さん（第２俣落）、岩井誠子さん（俣
落）の３名です。おめでとうございます。農協
の商品券2,000円分を贈ります。
　先月の答えは「シュンブンノヒ」が正解でし
た。「シュウブンノヒ」や「しゆぶんのひ」と
書き間違えて答えられた方もいらっしゃって
「おしい」と感じました。転じて、似ている
「新聞の日」ということで調べたら新聞の日は
制定されておりませんでした。しかし、「ス
ポーツ新聞の日」ということで1946年初めて
日本でスポーツ新聞「日刊スポーツ」が発行さ
れた３月６日を記念日としています。
「日本農業新聞」は自宅に居ながらに国内外の
農業諸情勢を知ることが出来る業界紙です。ひ
と月2,450円。申込受付は組織広報係までお願
いします。

⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
㉖㉗㉘㉙㉚㉛

12345678ABCD
EFGHIJKLMNOP

　中標津高等学校、普通科卒業の今井亜莉沙 （あり
さ）です。この春新卒で管理部管理課受付を担当にな
りました。
　趣味は、家で飼っている愛犬２匹とゴロゴロする
こと、それと愛車の洗車です。休日はよく洗車場に
出没すると思います。冬にはスノーボードをやりま
す。
　１日でも早く職場に慣れ組合員さんに名前を覚え
ていただき、仕事の方も早く覚えて、スムーズに仕
事が出来るように頑張っていこうと思います。
　これからＪＡ中標津の職員としての自覚を持ち、
組合員さんの力になれるように頑張っていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。今井亜莉沙

新人准職員
の紹介



なかしべつなかしべつ
第2回

～じゃがいも～

武佐丸（ムサマル）編

このコーナーは、野菜産地を目指すなかしべつの畑
作のことを知っていただくために、作付け品種などの
話を踏まえて、なかしべつの野菜のウンチクを語れる
ようになっていただくための話題を掲載します。

～野菜産地を目指して！～野菜産地を目指して！

　ムサマルは、じゃがいもの疫病であるジャガイモシ
ストセンチュウに抵抗性のある加工用品種の育成を目
的として昭和55（1980）年、母に「ツニカ」、父に
「根育20号」を交配して改良されました。その後実
用性の検討と選抜を繰り返し、平成4（1992）年7
月に農水省の新品種として「ムサマル、ばれいしょ農林32号」として登録されました。
　どてっ。ずんぐりした丸みを帯びた形や育成地である根釧農業試験場がある中標津の武佐岳から付けら
れた品種名です。加工食品用途として国内初のジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種で、農林１号やト
ヨシロ、ホッカイコガネから置き換わる品種として位置付けられました。

　皮の色は黄褐色、若干ざらっとした表皮。肉色は淡黄色、花は赤紫系の色、澱粉価の絶対値が高い。一
般的な、じゃがいもの澱粉価11～16％に対して2ポイントも高い18％以上あり、このことで、肉中心
部分をフライにしてもやせが目立たないことからも油加工に適しています。ビタミンＣ含有も高い。株の
いも数は少ないが大粒で多収という特徴があります。

　Ａコープ中標津店あるるに入店しているパン工房ぴえーるさんで販売して
いる「ジャガパン」は中標津高等学校・商業科の生徒が企画して万両屋さん
が形にしたもの。ムサマルをチーズとベーコンと一緒にパン生地に包んで、
切り込みをいれマヨネーズたっぷりに焼き上げたもの。半分にカットされた
ムサマルの塩煮がパンにごろんと入っていて、ムサマルの自然な甘さや冷え
ても続くホクホク感などが味わえます。パン生地にもじゃがいもが練りこま
れており、税込み100円というお値段とともにお得度が高い一品です。

特にフレンチフライ加工に向いています。皮付きでフ
ライドする時はくし型に切ったものにラップをかけて
レンジで中がやわらかくなる程度にあたため、粗熱を
取り油でカリッと揚げると色鮮やかな黄色の皮付きフ
ライドポテトになります。
またポテトサラダやいももちなどホクホク感を味わい
たいものにも適します。

褐色心腐が発生することがあるので、ごろんと１つ丸
ごと使う料理の時には注意。
甘みが強く感じられるので、辛いカレーをつくろうと
しても思った以上に甘めに出来てしまうこと。

GOOD

BAT

品種特徴

ジャガパン

いうお値段とともにお得度がが高い高い 品です。

でフ
けて
熱を
きフ

わい

つ丸

うと

いも数は数は少な少ないがいが大粒大粒で多で 収と

　
い
が
切
ムム
てて
れ

8



学びの空間は農業外のことを学ぶ機会にと連載しているものです。
疲れた体の癒しの手段として活用下さい。

石山砂緒里さん
オーラソーマカラーセラピー
プラクティショナーレベル2

臨床心理学の勉強をし
ていてもっと気軽に心
の事がわかるツールの
１つとしてオーラソー
マを学ぶ

Profile
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お
水
の
よ
う
に
色
が
な
い
ん
で
す
が
、
虹

の
全
て
の
色
光
を
統
合
す
る
と
ク
リ
ア
な
光

の
色
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
で
も
、
こ
の
「
ク
リ

ア
」
は
全
て
の
色
が
内
包
さ
れ
て
い
る
色
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
見
た
目
は
色
が

な
い
け
ど
、
実
は
は
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
色
、
ど
ん
な
色
に
で
も
な
れ
る
色

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
「
ク
リ
ア
」
は
涙
の
色
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
最
近
涙
を
流
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
苦
し
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
泣
い
ち
ゃ
だ

め
!!
」
と
必
死
で
我
慢
し
て
耐
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

泣
く
の
を
我
慢
す
る
こ
と
は
決
し
て
良
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
も
女
性
も
大

人
も
子
ど
も
も
み
～
ん
な
で
す
。

　

で
は
、
我
慢
し
て
流
さ
な
か
っ
た
涙
は
ど

う
な
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

流
さ
れ
な
か
っ
た
涙
は
、
消
え
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
自
分
の
内
側
に
溜
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
は
重
く
よ
ど
ん
で
き
て
、
生
き

方
に
も
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、「
男
は
泣
い
ち
ゃ
だ
め
」
と

か
「
男
は
強
く
あ
る
べ
き
」
と
い
う
よ
う
な

歴
史
的
、
文
化
的
背
景
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

男
性
は
な
お
さ
ら
泣
く
こ
と
へ
の
抵
抗
が
強

い
傾
向
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で

も
、
泣
く
こ
と
は
だ
め
な
こ
と
で
も
悪
い
こ

と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
嬉
し
い
、
悲
し
い
、

辛
い
、
苦
し
い
、
悔
し
い
…
…
な
ど
な
ど
涙

を
流
す
場
面
に
関
係
が
あ
る
感
情
を
少
し
挙

げ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
感
情
は
全
て

自
分
の
大
切
な
感
情
で
す
か
ら
、
な
か
っ
た

こ
と
に
し
な
い
で
、
た
っ
ぷ
り
じ
っ
く
り
感

じ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

涙
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
が
開
放

さ
れ
心
の
錘お

も
り

が
と
れ
て
す
っ
き
り
し
た
気
持

ち
で
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
も

な
り
ま
す
。

　

ま
ぁ
、
大
人
で
す
か
ら
場
所
や
状
況
に

よ
っ
て
、
そ
の
場
で
は
多
少
我
慢
す
る
場
面

が
あ
っ
た
り
、
人
前
で
泣
く
の
が
恥
ず
か
し

い
と
思
う
こ
と
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
は
一
人
に
な
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち

最後にご紹介する色は、「クリア」
です。
カラーセラピーでは、透明なボト
ルを「クリア」と言います。
物体色では「白」に相当する色で
もあります。

を
振
り
返
り
思
い
っ
き
り
泣
く
こ
と

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
「
ク
リ
ア
」
の
色
は
涙
と
と
も

に
、
苦
し
み
や
悲
し
み
を
手
放
す
こ

と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
色
で
す
。

　

浄
化
の
作
用
も
あ
る
の
で
、
気
分

を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
時
や
、
古
い

も
の
を
終
わ
ら
せ
て
新
し
い
何
か
を

始
め
た
い
と
き
も
、
こ
の
色
の
パ

ワ
ー
を
借
り
る
と
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

泣
き
た
い
と
き
は
思
い
っ
き
り
泣

い
て
、
そ
れ
か
ら
前
に
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
!!

学びの空間〜カラーセラピーオーラソーマ編は今回で修了となります。
組合員さんで、「○○」について学んでみたいということがあれば編集局までご連絡を。



新着情報については、
公式ＨＰ  http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp
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３
月
25
日
㈭
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
青

年
部
は
組
織
強
化
委
員
会
主
催
で

別
海
町
中
春
別
に
あ
る
㈲
ギ
ガ

フ
ァ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の
視
察
に
行

き
ま
し
た
。
同
行
者
に
普
及
セ
ン

タ
ー
の
志
鎌
係
長
、
バ
ス
の
運
転

は
Ｊ
Ａ
小
田
原
係
長
。
写
真
は
Ｊ

Ａ
橋
詰
さ
ん
で
、
部
員
は
本
部
、

支
部
合
わ
せ
て
19
人
出
席
。
予
定

よ
り
10
人
程
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
10
時
に
農
協

を
出
発
し
ま
し
た
。

　

有
限
会
社
ギ
ガ
フ
ァ
ー
ム（
兼

松
誠
代
表
）
は
、
中
春
別
管
内
の

６
戸
の
酪
農
家
が
、
平
成
12
年
12

月
に
組
織
化
し
た
も
の
。
搾
乳

と
育
成
牛
の
管
理
を
分
業
化

し
、
哺
乳
舎
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ

ト
、
育
成
舎
、
管
理
舎
等
の

一
連
の
施
設
を
整
備
し
平
成

13
年
６
月
よ
り
受
け
入
れ
を

開
始
。
平
成
15
年
に
法
人
化

さ
れ
現
在
は
12
農
場
の
子
牛

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

出
生
後
３
日
か
ら
受
胎
後

安
定
期
に
入
る
ま
で
を
各
ス

テ
ー
ジ
に
分
け
て
各
施
設
で

過
ご
し
ま
す
。
各
施
設
で
は
、

牛
た
ち
が
落
ち
着
き
、
と
て

も
居
心
地
が
良
さ
そ
う
で
し
た
。

各
施
設
を
見
学
し
な
が
ら
現
状
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
は
総
頭
数
で
約
８
０
０
頭
。
施

設
は
過
密
状
態
に
な
っ
て
き
て
い

る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
第
２
牧

場
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
従
業
員
も
６
人
か
ら
８
人

ほ
ど
に
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
預
託

料
は
当
初
23
万
円
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
酪
農
を
取
り
巻
く
諸
情

勢
に
よ
り
25
万
円
に
値
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
通
り
施
設
を
見
学
し
、
管
理

舎
に
て
兼
松
さ
ん
よ
り
出
発
点
や

現
在
の
ギ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
改
善
点
、

年
間
の
牧
草
収
穫
作
業
要
領
、
将

来
展
望
な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
兼
松
氏
よ
り
「
こ
の
施

設
が
あ
る
の
は
仲
間
た
ち
の
お
か

げ
。
皆
さ
ん
も
仲
間
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
標
津
に
も
育
成

牧
場
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

分
業
に
よ
る
特
化
を
考
え

た
と
き
、
受
け
入
れ
先

が
も
っ
と
増
え
た
ら
よ

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
実
現

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
記
事
・
組
織
強
化
委
員
会
＝
筒
井
辰
也
）

青
年
部
ギ
ガ
フ
ァ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
視
察

家
の
光
協
会
が
発
刊
す
る

図
書
の
ご
紹
介
で
す
。

有限会社
ギガファーム
兼松誠代表　▶

隔
月
刊
の
家
庭
菜
園
雑
誌
「
や

さ
い
畑
」
は
、
年
間
６
回
発
行
。

春
号
３
月
３
日
、
初
夏
号
５
月
１

日
、
夏
号
７
月
３
日
、
秋
号
９
月

３
日
、
冬
号
11
月
２
日
、
春
準
備

号
１
月
４
日
定
価
８
８
０
円
。
３

月
３
日
の
春
号
に
は
特
別
付
録
で

「
夏
野
菜
の
た
め
の
土
づ
く
り（
Ａ

４
版
64
ペ
ー
ジ
２
色
）」
が
付
い

て
き
ま
す
。

季
刊
発
行
の
「
花
ぐ
ら
し
」
は

年
間
４
回
。
春
号
３
月
16
日
、
夏

号
６
月
16
日
、
秋
号
９
月
16
日
、

冬
号
12
月
16
日
。定
価
９
８
０
円
。

春
号
に
は
「
花
の
ト
ラ
ブ
ル
早
わ

か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
（
Ｂ
５
版
32
ペ
ー

ジ
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）」
が
付
い

て
花
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
部
位
や
症

状
を
チ
ャ
ー
ト
で
た
ど
る
こ
と
で

対
処
法
や
効
果
的
な
薬
剤
な

ど
を
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

自動車税は４月１日現在で陸運支局に登録
されている自動車の名義人（所有者）にか
かる税金です。自動振替の皆さんは、増車
された場合などにクミカ
ン窓口までご連絡をお
願いします。



新着情報については、
公式ＨＰ  http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp
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５月９日まで北海道ではヒグマによる
事故を防ぐための春の注意特別月間です。

❶まず遭遇しないために
１野山に入る前に
　•役場や土地管理者に出没情報を確認する。
　• 出没情報やその看板がある場所へ立ち入らな

い。
２ヒグマにあわない工夫
　•野山ではなるべく集団での行動を心がける。
　• 鈴などの鳴り物を付けたり見通しの悪いとこ

ろでは笛などを吹く。
　•早朝や夕方、農務時や降雨時には注意する。
　•犬はヒグマを興奮させることがあり危険。
３野山での飲食で
　• 匂いの強い食料はヒグマを引き寄せる場合が

あるので控える。
　• 野山にゴミを捨てたり埋めたりせずに、残飯

や空き缶などのゴミは必ず持ち帰る。
４住宅地や農地周辺でも
　• ヒグマは人の食べ物を食べます。郊外の墓地

でのお供えもの。農作物や廃棄物を餌として
居つくヒグマなどの事例が報告されています
ので、みんなで注意しましょう。

❷遭遇してしまった場合
１視線をそらさない
　•生唾をゴクリと飲んで、状況把握する。
　• ヒグマがまだ気づいていなければ静かにゆっ

くり後退する。
２ヒグマを刺激しない
　• あわてて走って逃げたりすると追いかけてく

るので危険。
　• 木に登ろうとしても木登りが得意なので無意味。

ヒグマは全道各地に生息していますので、
野山に入る場合は十分に注意を

原因別 事故件数 ヒグマ注意
特別月間の事故率

山 菜 採 り 25（12） 14 56.0％
山 林 作 業 17 （4） 6 35.3％
ヒ グ マ 駆 除 27（10） 17 63.0％
ヒ グ マ 狩 猟 17 （6） 7 41.2％
シ カ 狩 猟 6 （1） 0 0.0％
川 釣 り 4 （4） 3 75.0％
農 作 業 10 （2） 4 40.0％
そ の 他 15 （7） 2 13.3％
合　　計 121（46） 53 43.8％

※（　）内は死亡数

　• 大声を出すことも刺激する
ので危険です。

　• 時速60㎞前後で走ることができるのであっとい
う間に追い付きます。

３ 気づかれて近づいてきた場合は、持っているザッ
クなどの中身をばら撒いたり注意をそらすように
する。

❸ 野山でヒグマ、またはその痕跡と遭遇した
後役場や農協などに情報を提供して下さい。
北海道環境生活部環境局自然環境課

　 ☎011-204-5206

※ 野生のヒグマとの遭遇については様々な要素により、前
述したことをすれば安全という対処方法はありません。
過去からの調査研究や経験から有功と考えられている方
法です。

　 　４月上旬から５月上旬。９月中旬から10月末のヒグマ
注意特別月間の間に遭遇することが多いことから、注意
して野山へ出向いてください。

ヒグマによる事故の状況（Ｓ37. ４～Ｈ22. ２）

融
雪
期
に
お
け
る

家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
な
管
理

　

こ
れ
か
ら
の
融
雪
期
、
河
川
へ
の
流

出
や
地
下
浸
透
な
ど
の
危
険
性
が
極
め

て
高
く
な
り
ま
す
の
で
次
の
よ
う
な
対

応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１ 

融
雪
水
の
処
理
施
設
へ
の
流
入
防
止

に
努
め
る

　

土
の
う
を
積
む
、
ま
た
は
排
水
路
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

貯
留
施
設
か
ら
の
流
出
防
止
を
徹
底

す
る

　

れ
き
汁
が
外
部
へ
流
出
す
る
危
険
性

が
あ
る
場
合
は
側
溝
や
シ
ー
ト
等
に
よ

る
貯
留
槽
を
設
け
、
農
場
内
の
勾
配
に

配
慮
し
て
土
盛
り
等
を
行
い
農
場
外
へ

の
流
出
防
止
対
策
を
図
る
。

３ 

農
地
へ
の
適
正
な
還
元
を
行
う

　

融
雪
水
と
一
緒
に
家
畜
排
せ
つ
物
が

河
川
へ
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
融
雪
前

の
散
布
は
行
わ
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
土
壌
自
体
に
も
多
く
の
水
を

含
ん
で
い
る
た
め
、
堆
肥
を
農
地
に
還

元
す
る
に
当
た
っ
て
地
形
と
河
川
の
位

置
や
水
の
流
れ
に
留
意
し
て
適
正
な
散

布
を
行
う
こ
と
。

４
不
慮
の
流
出
事
故
対
応

　

流
出
事
故
が
万
一
発
生
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
原
因
解
明
し
流

出
物
の
除
去
等
に
よ
っ
て
被
害
拡
大
を

防
止
し
農
協
や
町
へ
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。



12

Ｊ
Ａ
な
か
し
べ
つ
広
報
誌

２
０
1
0
年
４
月
号

■
印
刷
／
雨
宮
印
刷　

■
発
行
／
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

■
編
集
／
営
農
部　

経
営
企
画
課

■
〒
０
８
６
―
１
０
０
７　

北
海
道
標
津
郡
中
標
津
町
東
７
条
南
２
丁
目
１
番
地

■
電
話
／
０
１
５
３
―
７
２
―
３
７
２
１
（
編
集
直
通
）

■
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.ja-nakashibetsu.or.jp

2010年３月
１㈪ 税金申告作業～11日、熟年会冬期研修～3日

農業農村整備事業地域懇談会

２㈫ 第11回理事会、氷上高校体験実習事前協議
畜産協会経営診断

３㈬ 中標津乳牛改良同志会役員会、女性部打合せ
４㈭ 営農生産部課長会議

５㈮
地区別懇談会 俵橋／武佐
さけます増殖実施河川協議会
ヘルパー釧根地区会議、加工部会 役員会
和牛生産改良組合役員会

８㈪
地区別懇談会 当幌／中標津
管内和牛振興戦略会議、女性部 決算監査
青年部組織強化委員会

９㈫ 地区別懇談会 第二俣落・西竹／俣落
管内和牛養成セミナー

10㈬ 地区別懇談会 開陽、農業農政問題談話会
あるる企画会議、女性部打合せ

12㈮ 共済担当部会長・担当者会議
外国人研修制度研修、女性部総会

13㈯ 地区別懇談会（武佐）

15㈪ 役員報酬審議会、女性部青葉会春の集い
肉牛振興戦略会議視察研修～19日

16㈫
共済事故処理担当者研修会、青年部新旧役員会
酪農ヘルパー委員会、女性部青葉会春の集い
中標津乳牛改良同志会役員会

17㈬ 女性部打合せ
18㈭ 加工部会役員会
19㈮ 肉牛センター棚卸
20㈯ 女性部新旧合同三役会議
23㈫ 第５回農協酪対役員会、女性部三役会
24㈬ 第７回生産委員会、青年部新役員会
25㈭ 第６回営農委員会、青年部視察研修
26㈮ 熟年会役員会
27㈯ 第６回管理購買委員会
28㈰ 第12回理事会
29㈪ 馬鈴薯振興会役員会、地区推薦会議
31㈬ 棚卸監査

2010年４月
１㈭ 第１回理事会
２㈮ 加工部会 新旧合同役員会、グリーンクラブ役員会
３㈯ 女性部 第１回役員会
４㈰
５㈪ 棚卸精査
６㈫ ＪＡ北海道女性協議会通常総会
７㈬ 農協総合共進会・牛まつり全体会議
８㈭
９㈮
10㈯
11㈰

12㈪ 第１回営農委員会、女性部 青葉会加工体験交流会
管内改良協議会定期総会、馬鈴しょ栽培講習会(秀月)

13㈫ 青年部 第62回通常総会、加工部会 製造販売活動
14㈬ 第１回生産委員会

15㈭
第１回管理購買委員会
安平町共進会場事前視察～16日
加工部会 全体研修うどん講座

16㈮ 中山間中標津集落役員会

17㈯ 女性部 フレミズ親睦会、女性部 JCとの料理作り講習会
第51回根室ＡＩ協会定期総会

18㈰ 乳牛審査講習会
19㈪ 加工部会 第９回通常総会
20㈫ 第２回理事会、熟年会春期研修旅行～24日
21㈬ 女性部 フレミズ手作りみそ教室
22㈭ 決算監査
23㈮ 決算監査、中標津家畜自防技術協議会総会
24㈯
25㈰
26㈪ 決算監査
27㈫ 決算監査、中標津Ｂ＆Ｗショウ
28㈬ 決算監査・講評

29㈭ 昭和の日、加工部会 製造販売活動
ミルクの里オープン

30㈮ 管内バーンミーティング

行事予定表
組合動静

　懐かしい記憶がよみがえる方もいらっしゃると思います。
　日本では30年ほど前に、牛乳の消費を高めるため当時の若い世代
で普及を図ったといいます。
　もともとは、アイルランドで、このウイスキーのミルク割りが飲まれ
るようになり、１９世紀末にウイスキーパンチという名前でイギリスへ
拡大。その後アメリカでカウボーイと呼ばれるよう
になりました。
●レシピ…ウイスキー30㎖、牛乳90㎖、氷
　氷をグラスに入れて、ウイスキーを入れ、
ミルクを注ぎかき混ぜます。
このままでもウイスキーで体が
温まりますが、ホットだとさら
に体が温まりＧＯＯＤ

　同じ名前、カウボーイ（cowboy）という
名のカクテル
●レシピ…
　バーボンウイスキー
　　　　　　　　４０㎖
　なかしべつフレッシュ
　クリーム　　 　２０㎖　
　材料を強めにシェイカーでシェイクして
グラスに注ぐ。

もう1つのカウボーイもう1つのカウボーイ

夜の牛乳消費
拡大

大人のカクテル
!

バーボン・ウイスキーは、アメリカ合衆国ケン
タッキー州を中心に生産されているウイスキー
の１種。主な銘柄は下記の通り。

●アーリータイムズ（EARLY TIMES） 
●I・W・ハーパー（I.W. HARPER） 
●ジム・ビーム（JIM BEAM） 

カウボーイ
じゃなくなるが
若造はハチミツを
入れて飲んだら
飲みやすいぞ。

お酒は20歳を過ぎてから。   飲酒運転はぜったいダメ!!

種。主な銘柄は下記の通り。

S） 
 

から。   飲酒 飲 運転はぜったいダメダダ !!

●フォア・ローゼズ（FOUR ROSES） 
●メーカーズ・マーク（Maker's Mark） 
●ワイルドターキー（WILD TURKEY） 

12

平成20年度分の
ポスターより

※ 評判のCMポスターについて㈶
中央酪農会議の許可をいただき
掲載しています。

こ
の
お
腹
の
張
り
は
臨
月
か
？


